
船舶事故調査報告書 

平成２９年１２月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２８年１２月１８日 １４時５２分ごろ 

発生場所 北海道苫小牧市苫小牧港第４区 

苫小牧港東外防波堤灯台から真方位１２２°１.２海里付近 

 （概位 北緯４２°３６.３′ 東経１４１°３８.６′） 

事故の概要  引船苫小牧
と ま こま い

丸は、油送船SAKURAGAWA
サ ク ラ ガ ワ

の出港支援作業中、SAKURAGAWA

に衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年３月１５日、主管調査官（函館事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 油送船 SAKURAGAWA、１６０,０６８トン 

１４１０４２、ジャスミン・シップ・ホールディング合同会社 

Ｂ 引船 苫小牧丸、１９７トン 

   １４２５８３、苫港サービス株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ｂ 船長Ｂ、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 船首防舷材受け架台に曲損 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約４～５m/s、視界 良好 

海象：うねり 波高約２～３ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

苫小牧市には、１２月１８日０３時４５分に強風注意報が発表さ

れ、本事故時も継続中であった。 

 事故の経過 

 

 Ｂ船は、苫小牧港の企業桟橋付近においてＡ船の出港支援作業中、

タグラインを取り、機関の出力を最大にして船首をＡ船の船尾部に押

しつけていたところ、船尾方からの波高約２～３ｍのうねりを受けて

Ａ船から離れた後、機関の回転数を下げたものの、船首部がＡ船の船

尾部に衝突した。 

分析  Ｂ船は、苫小牧港においてＡ船の出港支援作業中、機関の出力を最

大にして船首をＡ船の船尾部に押しつけていたところ、波高約２～３

ｍのうねりを受けたことから、Ａ船から離れた後、Ａ船に衝突したも

のと考えられる。 

原因  本事故は、苫小牧港において、Ｂ船が、Ａ船の出港支援作業中、機

関の出力を最大にして船首をＡ船の船尾部に押しつけていたところ、

波高約２～３ｍのうねりを受けたため、Ａ船から離れた後、Ａ船に衝

突したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 



 ・うねりに十分注意して操船し、出力の調整を適切に行うこと。 

 


